
Ｎｏ，１２           学校だより 「山 紫 海 碧」                2019 年 01 月 07 日 

山紫海碧 

  

和名：リュウキュウイノシシ  学名：Sus scrofa riukiuanus  イノシシ科 
 リュウキュウイノシシは本土に生息する大型のニホンイノシシと比較するとかなり小型のイノシシである。リュウキュウイノシシ

はニホンイノシシの亜種にあたる。大学時代，私は畜産学科解剖学教室に在籍していたが，同じ教室の同僚が研究の対象としていた

のはリュウキュウイノシシとニホンイノシシの遺伝的距離について解明することであった。 

 その研究の一環としてイノシシの上顎と下顎の骨をサンプリングするために，西表島のイノシシ罠猟師に数回同行し，ジャングル

の中を歩き回ったことは懐かしい思い出である。詳しいことは忘れたが，どうやら顎の骨を調べるとその両者の違いがわかるらしい。 

 写真のイノシシは，東村山と水の生活博物館で撮影したもので，左はジオラマに展示されているうり坊を連れたイノシシの剥製，

右は平成２２年９月に捕獲され博物館外の小屋で飼育されているイノシシの「こんすけ」。今年は亥年ということもあって，撮影に

訪れる人が増えているということであった。 

本土では増えすぎて田畑を荒らし，害獣扱い・駆除対象となっているが，決してイノシシが悪いわけではない。美味しいイノシシ

の肉。食用として喜ばれるイノシシになるよう，人間と野生動物が共存できる環境を創るのは人間の役目である。 

 

新
年
明
け
ま
し
て 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

校
長 

古 

謝 

治 

 

平
成
三
十
一
年 

亥
年 

新
年
明
け
ま
し
て 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
日
、
一
月
七
日
か
ら
の
三
学
期
の
ス
タ
ー
ト
は
、
年
末
年

始
を
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
た
子
ど
も
た
ち
が

元
気
い
っ
ぱ
い
、
い
い
顔
で
登
校
し
て
く
れ
ま
し
た
。
な
に
よ

り
も
う
れ
し
い
こ
と
で
す
が
、
全
児
童
十
九
人
し
か
い
な
い
中

で
三
人
の
児
童
が
欠
席
だ
っ
た
こ
と
は
残
念
な
こ
と
で
し
た
。 

「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
子
ど

も
た
ち
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
も
っ
て
新
し
い
年
を

ス
タ
ー
ト
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。 

そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
に
確
か
な

学
力
を
定
着
さ
せ
る
よ
う
、「
わ
か
る
授
業
」
を
め
ざ
し
「
わ
か

る
喜
び
」
「
学
ぶ
楽
し
さ
」
「
学
校
が
楽
し
い
」
と
言
う
気
持
ち

を
味
わ
わ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

ま
た
、
保
護
者
か
ら
の
「
学
校
や
担
任
へ
の
建
設
的
な
ご
意

見
や
ご
要
望
」
が
確
実
に
学
校
ま
で
伝
わ
る
こ
と
も
極
め
て
重

要
に
な
り
ま
す
。 

学
校
・
保
護
者
・
地
域
と
の
よ
り
一
層
の
相
互
連
携
で
子
ど

も
た
ち
を
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
か
せ
、
一
人
一
人
の
「
夢
実
現
」
に

向
け
、
共
に
知
恵
を
出
し
合
い
、
共
に
汗
を
流
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。 

三
学
期
も
全
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、「
す
べ
て
は
有
銘
っ
子
の

た
め
に
！
」
を
合
い
言
葉
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

ど
う
か
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 ご

家
庭
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
一
年
が 

ほ
の
ぼ
の
と
幸
せ
な
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
！ 

 東 村 立 有 銘 小 学 校 

児童数  男 11 人 女 8 人 計 19 人 

山紫に海碧く万古に清き有銘川 ♪ 

発行 校 長  古  謝  治 H30Ver 
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 二学期最後の給食に引き続き，三学期最初の給食も「みんなで楽しく食べたーい」ということで，急きょ，児童会が主催となって

多目的ホールで合同給食をしました。みんなで食べる給食はおいしくて楽しい給食となりました。おみくじをひいたり，福笑いをし

たりと新年らしい楽しい企画でした！ 児童会のみなさん，楽しい企画をありがとう！！ 

  

  

三学期がスタートしました！ 

あけましておめでとうございます。みなさんは，冬休みにお年玉をたくさんもらいましたか。とても楽

しい冬休みになったことと思います。新しい年がやってきました。みなさんは，新しい年の目標を立てま

したか。ぼくは，小学校最後の学期なので，楽しく卒業できるようにみなさんと関わっていきたいです。

また，二学期にできなかった「さん」付けを三学期にはみなさんで取り組んでいきましょう。よろしくお

願いします。 

２０１９年，平成３１年，いのしし年，新年明けましておめでとうございます。平成３１年になりましたが，今年の５月１日

からは平成から新しい元号に変わりますね。いろんな意味で２０１９年は，新しく出発していく年になるような気がします。 

さて，お正月は楽しく元気に過ごせましたか。お年玉たくさんもらえましたか？ 

今日は，まず，みなさんが健康で元気に学校に来てくれたことに校長先生はとてもうれしく思っています。 

新しい年を迎えました。今年もがんばりましょう。 

昔から，「一年の計は元旦にあり」と言われます。そのことわざの意味は，一年間の目標や計画は，元旦に決めるのが良いと

いうことだったり，何事も最初に計画や準備が大切ですよ，初めの計画ができていないと物事はうまくいかないですよ，という

意味です。教室では，新しい年を迎えての希望や夢を書いたりすると思いますが，書いて自分に言い聞かせることはとても大切

なことです。しかし，書いただけでは夢や希望は叶いません。 

書いたことが実現できるように行動していく努力が必要だし，大切なことです。三学期は，一番短い学期で，一年間の締めく

くりをして，仕上げをする，とても大切で，大変忙しい学期です。６年生のみなさんにとっては，小学校生活最後の学期になり

ますね。最後を立派に，また，楽しい思い出をつくりながら，もうすぐ中学生になるんだという心構えもしっかり身につけてい

ってください。また，1 年生から５年生のみなさんは，学年が一つ上がる年になりますね。 

３ヶ月しかない短いこの学期を，一生懸命勉強し，一生懸命働き，一生懸命遊び，新しい学年を迎える頭と心と体をしっかり

準備する三学期にしましょう。２０１９年 いのしし年も，かしこくて，たくましくて，心優しい有銘っ子として，笑顔・感動・

挑戦でがんばることのできる，明るい一年になりますように！先生方みんなで応援しています！ 

児童代表あいさつ ６年：田場空 

    

三学期はじめの給食はみんなで楽しく交流給食 

わーい，大吉だ！ 

えー，末吉？ 

引いたおみくじに 

一喜一憂でした。 

よい一年になりま

すように！ 


